
高校生たちの
　   今を詰め込んだ
　　　  未来へのおくりもの

「僕たちは川根本町で生まれ育ったわけじゃない。
でも、この町が大好きだから」。
二度と経験できない高校生の「今」という時間。

5人の生徒たちは、そのかけがえのない時間を

お茶染めプロジェクトとともに過ごしました。

商品開発やテスト販売、販売先の拡大。1年間に

わたった生徒たちの挑戦を追いかけました。

静岡県立川根高等学校
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 教諭

町に点在する様々な魅力を
高校生がつなぎ合わせ発信していく
　川根本町に新しい産業を根付かせ
ることを目的に始まったお茶染めプ
ロジェクト。その中で商品開発を
担った高校生には大きな重圧があっ
たと思います。それでも、大人では
利害関係や立場を考えて尻込みして
しまうことも、生徒たちは一足飛び
で挑戦することができます。販売先
の開拓はまさにそれを体現していま
す。高校生の「今」しかできない発想

や行動が地域や事業者を動かす原動
力になったと実感しています。
　今年の目標は、商品を店頭に置い
てもらい、川根本町の魅力発信につ
なげることでしたが実現はしていま
せん。ですが、5人の生徒たちが地
域と深くつながり、川根高校と川根本
町を結びつけて、実践してきた取り組
みは、今後、高校と町が協働する足が
がりになったと確信しています。
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1_染料を生地になじませるため交代でかき混ぜる。 2_染めたての
生地の色を確認　3_茶染めと川根本町を関連づけるマインドマッ
プを作成　4_マインドマップ【お茶染め】からアイデアが広がる　
5_商品案を鷲巣さんと西條さんに提案　6_緊張のテスト販売
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体
験
を
経
て
、
生
徒
た
ち
は
商
品
の
試

作
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
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ん
な
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の
か
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お
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染
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ら
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便
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が
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狙
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。
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。
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ク
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れ
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独
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授
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生
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に

よ
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商
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開
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販
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先
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開
拓
な
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し
て
、
同
プ
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ジ
ェ
ク
ト
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。

　
メ
ン
バ
ー
は
3
年
生
5
人
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全
員
町
外

出
身
の
生
徒
で
す
。
入
学
当
初
か
ら
町
内
の

寄
宿
舎
で
生
活
を
し
て
い
る
鈴
木
康
太
さ

ん
は「
慣
れ
な
い
生
活
を
支
え
て
く
れ
た
地

域
の
人
に
恩
返
し
が
し
た
か
っ
た
」
と
振
り

返
り
ま
す
。

　
６
月
、生
徒
た
ち
は
商
品
開
発
に
向
け
、

人
生
初
の
お
茶
染
め
を
体
験
し
ま
し
た
。

鷲
巣
さ
ん
の
指
導
に
必
死
に
応
え
る
生
徒

た
ち
。「
布
一
枚
染
め
る
だ
け
で
も
こ
ん

な
に
大
変
な
ん
だ
」
と
物
作
り
の
苦
労
を

思
い
知
り
ま
す
。

題
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』が
含
ま
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て
い
る
。
西
條
さ
ん
と

鷲
巣
さ
ん
の
思
い
を
踏
ま
え
た
物
を
し
っ

か
り
と『
設
計
』し
て
、
川
根
本
町
の『
問
題

を
解
決
』
す
る
商
品
を
目
指
す
必
要
が
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
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そ
の
言
葉
を
聞
い
た
生

徒
た
ち
の
顔
に
緊
張
感
が
戻
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
町

の
木
材
を
用
い
た
コ
ー
ス
タ
ー
と
川
根
本

町
の
文
字
を
オ
シ
ャ
レ
に
デ
ザ
イ
ン
し
た

手
ぬ
ぐ
い
を
完
成
さ
せ
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。

迎
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の

　
「
お
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で
染
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た
手
ぬ
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」

　
11
月
23
日
、
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
寸
又
峡

に
生
徒
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
声
を
張

り
上
げ
る
生
徒
を
横
目
に
通
り
過
ぎ
て
い

く
人
た
ち
。
売
れ
る
の
か
と
不
安
が
よ
ぎ

る
中
、
最
初
の
お
客
さ
ん
が
現
れ
ま
し
た
。

「
買
っ
て
く
れ
て
う
れ
し
い
。
商
品
に
込
め

た
思
い
も
し
っ
か
り
聞
い
て
く
れ
た
」と
金

子
巧
さ
ん
は
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
テ
ス
ト
販
売
を
終
え
、
商
品
の
ニ
ー
ズ
を

見
直
し
た
生
徒
た
ち
は
、
販
売
先
の
開
拓
に

乗
り
出
し
ま
す
。「
目
標
は
店
頭
に
置
い
て

も
ら
う
こ
と
」。
生
徒
た
ち
は
思
い
を
一
つ

に
事
業
者
に
か
け
合
い
ま
し
た
。
反
応
は

良
好
で
し
た
が
、
そ
の
成
果
が
実
る
の
は
来

年
度
に
な
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
高
校

生
た
ち
の
1
年
間
の
挑
戦
は
、
川
根
本
町
の

未
来
に
確
か
な
足
跡
を
残
し
た
の
で
す
。

　商品やロゴマーク、小中学生の作品をもっと皆さんに
知ってほしいと思い、ホームページを作りました。西條
さんの思いや僕たちが商品に込めたこだわりも紹介して
います。
　僕は川根本町が大好きです。この町のために何かでき
ることがしたい。そう思いながら過ごした１年間の集大
成をぜひ見てほしい。そして、僕たちが考えた商品を1度
手にとってほしい。きっと川根本町の魅力を肌で感じる
ことができると思っています。　（鈴木康太さん）

▲メンバーの生徒たち（左から深
ふ か だ

田 将
し ょ う ご

吾さん 鈴
す ず き

木 康
こ う た

太さん 登
と ざ わ

澤 猛
たける

さん 金
か ね こ

子 巧
たくみ

さん 長
な が さ わ

澤 匠
た く み

海さん）

▶ホームページ へ は こ ち ら の
QRコードからアクセス

ここにも、一つの物語。
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